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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 10日 (2007.7.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 媒 体 と 第 ２ の 媒 体 と の 間 で 熱 交 換 を 行 う 熱 交 換 器 を 用 い て 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度
を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 熱 交 換 器 の 出 口 側 に お け る 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 と 、 該 熱 交 換 器 の 入 口 側 に お け る
前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 と 前 記 第 ２ の 媒 体 の 温 度 と を 検 出 す る 検 出 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 媒 体 の 目 標 温 度 と 、 前 記 検 出 工 程 で 検 出 さ れ た 、 前 記 熱 交 換 器 の 出 口 側 に お
け る 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 と 、 前 記 熱 交 換 器 の 入 口 側 に お け る 第 １ の 媒 体 の 温 度 と 前 記 第
２ の 媒 体 の 温 度 と に 基 づ い て 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 調 整 し 、 前 記 熱 交 換 器 の 出 口 側 に お
け る 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 を 制 御 す る 制 御 工 程 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 工 程 は 、
　 前 記 目 標 温 度 と 、 前 記 検 出 工 程 で 検 出 さ れ た 前 記 熱 交 換 器 の 入 口 側 に お け る 前 記 第 １ の
媒 体 の 温 度 と に 基 づ き 、 目 標 熱 量 を 算 出 す る 目 標 熱 量 算 出 工 程 と 、
　 前 記 目 標 熱 量 算 出 工 程 で 算 出 さ れ た 目 標 熱 量 と 、 前 記 熱 交 換 器 の 熱 交 換 ゲ イ ン と に 基 づ
き 、 前 記 熱 交 換 器 に お け る 平 均 温 度 を 算 出 す る 平 均 温 度 算 出 工 程 と 、
　 前 記 平 均 温 度 算 出 工 程 で 算 出 さ れ た 平 均 温 度 と 、 前 記 目 標 温 度 と 、 前 記 検 出 工 程 で 検 出
さ れ た 前 記 熱 交 換 器 の 入 口 側 に お け る 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 と 前 記 第 ２ の 媒 体 の 温 度 と に
基 づ き 、 前 記 熱 交 換 器 に お け る 前 記 目 標 熱 量 の 熱 交 換 に 必 要 な 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 算
出 す る 流 量 算 出 工 程 と 、
　 前 記 目 標 温 度 と 前 記 検 出 工 程 で 検 出 さ れ た 前 記 熱 交 換 器 の 出 口 側 に お け る 前 記 第 １ の 媒
体 の 温 度 と に 基 づ き 、 前 記 第 １ の 媒 体 の た め の 温 度 制 御 信 号 を 算 出 す る 温 度 制 御 信 号 算 出
工 程 と 、



を 有 し 、
　 前 記 流 量 算 出 工 程 で 算 出 さ れ た 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 示 す 流 量 信 号 を 前 記 温 度 制 御 信
号 に 加 算 す る こ と で 得 ら れ た 信 号 に 基 づ い て 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 調 整 し 、 前 記 第 １ の
媒 体 の 温 度 を 制 御 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 工 程 は 、
　 前 記 目 標 温 度 と 、 前 記 検 出 工 程 で 検 出 さ れ た 前 記 熱 交 換 器 の 入 口 側 に お け る 前 記 第 １ の
媒 体 の 温 度 と に 基 づ き 、 目 標 熱 量 を 算 出 す る 目 標 熱 量 算 出 工 程 と 、
　 前 記 目 標 温 度 と 、 前 記 検 出 工 程 で 検 出 さ れ た 前 記 熱 交 換 器 の 入 口 側 に お け る 第 ２ の 媒 体
の 温 度 と に 基 づ き 、 第 １ の 温 度 差 を 算 出 す る 第 １ 温 度 差 算 出 工 程 と 、
　 前 記 目 標 熱 量 と 、 設 定 さ れ た 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 と 、 前 記 検 出 工 程 で 検 出 さ れ た 前 記
熱 交 換 器 の 入 口 側 に お け る 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 と 前 記 第 ２ の 媒 体 の 温 度 と に 基 づ き 、 第
２ の 温 度 差 を 算 出 す る 第 ２ 温 度 差 算 出 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 温 度 差 と 前 記 第 ２ の 温 度 差 と よ り 、 前 記 熱 交 換 器 に お け る 対 数 平 均 温 度 差 ま
た は 平 均 温 度 を 算 出 す る 温 度 算 出 工 程 と 、
　 前 記 対 数 平 均 温 度 差 ま た は 平 均 温 度 と 前 記 熱 交 換 器 の 熱 交 換 ゲ イ ン と に よ り 、 前 記 熱 交
換 器 に お け る 熱 交 換 量 を 算 出 す る 熱 交 換 量 算 出 工 程 と 、
　 前 記 熱 交 換 量 が 前 記 目 標 熱 量 と 等 し い か も し く は ほ ぼ 等 し く な る 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量
を 選 定 す る 選 定 工 程 と 、
　 前 記 目 標 温 度 と 前 記 検 出 工 程 で 検 出 さ れ た 前 記 熱 交 換 器 の 出 口 側 に お け る 前 記 第 １ の 媒
体 の 温 度 と に 基 づ き 、 前 記 第 １ の 媒 体 の た め の 温 度 制 御 信 号 を 算 出 す る 温 度 制 御 信 号 算 出
工 程 と 、
を 備 え 、
　 前 記 選 定 工 程 で 選 定 さ れ た 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 示 す 流 量 信 号 を 前 記 温 度 制 御 信 号 に
加 算 す る こ と で 得 ら れ た 信 号 に 基 づ い て 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 調 整 し 、 前 記 第 １ の 媒 体
の 温 度 を 制 御 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 工 程 は 、 前 記 得 ら れ た 信 号 か ら 、 流 量 セ ン サ に よ り 得 ら れ た 前 記 第 ２ の 媒 体 の
流 量 を 示 す 信 号 を 減 算 す る こ と で 得 ら れ た 信 号 に 基 づ い て 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 調 整 し
、 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 を 制 御 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 に 応 じ て 前 記 熱 交 換 器 の 熱 交 換 ゲ イ ン を 補 正 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 対 数 平 均 温 度 差 ま た は 前 記 平 均 温 度 に 基 づ き 、 前 記 温 度 制 御 信 号 算 出 工 程 に お け る
温 度 制 御 ゲ イ ン を 補 正 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 １ の 媒 体 と 第 ２ の 媒 体 と の 間 で 熱 交 換 を 行 う 熱 交 換 器 を 有 し 、 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度
を 制 御 す る 熱 交 換 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 熱 交 換 器 の 出 口 側 に お け る 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 を 検 出 す る 第 １ の 温 度 検 出 手 段 と
、
　 前 記 熱 交 換 器 の 入 口 側 に お け る 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 を 検 出 す る 第 ２ の 温 度 検 出 手 段 と
、
　 前 記 熱 交 換 器 の 出 口 側 に お け る 前 記 第 １ の 媒 体 の 目 標 温 度 値 を 生 成 す る 目 標 温 度 生 成 手
段 と 、
　 前 記 熱 交 換 器 の 入 口 側 に お け る 前 記 第 ２ の 媒 体 の 温 度 を 検 出 す る 第 ３ の 温 度 検 出 手 段 と
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、
　 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 制 御 す る 制 御 弁 と 、
　 前 記 目 標 温 度 生 成 手 段 と 前 記 第 １ の 温 度 検 出 手 段 と 前 記 第 ２ の 温 度 検 出 手 段 と 前 記 第 ３
の 温 度 検 出 手 段 と の そ れ ぞ れ か ら の 信 号 に 基 づ い て 前 記 制 御 弁 を 制 御 す る 流 量 制 御 手 段 と
、
を 有 し 、
　 前 記 制 御 弁 と 前 記 流 量 制 御 手 段 と に よ っ て 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 制 御 す る こ と に よ り
、 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 を 制 御 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ の 媒 体 と 第 ２ の 媒 体 と の 間 で 熱 交 換 を 行 う 熱 交 換 器 を 有 し 、 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度
を 制 御 す る 熱 交 換 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 媒 体 の 目 標 温 度 値 を 生 成 す る 目 標 温 度 生 成 手 段 と 、
　 前 記 熱 交 換 器 の 入 口 側 に お け る 前 記 第 ２ の 媒 体 の 温 度 を 検 出 す る 第 １ の 温 度 検 出 手 段 と
、
　 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 制 御 す る 制 御 弁 と 、
　 前 記 目 標 温 度 生 成 手 段 と 前 記 第 １ の 温 度 検 出 手 段 と の そ れ ぞ れ か ら の 信 号 に 基 づ き 、 前
記 制 御 弁 を 制 御 す る 流 量 制 御 手 段 と 、
を 有 し 、
　 前 記 制 御 弁 と 前 記 流 量 制 御 手 段 と に よ っ て 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 制 御 す る こ と に よ り
、 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 を 制 御 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 第 １ の 媒 体 と 第 ２ の 媒 体 と の 間 で 熱 交 換 を 行 う 熱 交 換 器 を 有 し 、 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度
を 制 御 す る 熱 交 換 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 媒 体 の 目 標 温 度 値 を 生 成 す る 目 標 温 度 生 成 手 段 と 、
　 前 記 熱 交 換 手 段 の 入 口 側 に お け る 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 を 検 出 す る 第 １ の 温 度 検 出 手 段
と 、
　 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 制 御 す る 制 御 弁 と 、
　 前 記 目 標 温 度 生 成 手 段 と 前 記 第 １ の 温 度 検 出 手 段 と の そ れ ぞ れ か ら の 信 号 に 基 づ き 、 前
記 制 御 弁 を 制 御 す る 流 量 制 御 手 段 と 、
を 有 し 、
　 前 記 制 御 弁 と 前 記 流 量 制 御 手 段 と に よ っ て 前 記 第 ２ の 媒 体 の 流 量 を 制 御 す る こ と に よ り
、 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 を 制 御 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 熱 交 換 手 段 の 出 口 側 に お け る 前 記 第 １ の 媒 体 の 温 度 を 検 出 す る 第 ２ の 温 度 検 出 手 段
を 更 に 有 し 、
　 前 記 流 量 制 御 手 段 は 、 前 記 目 標 温 度 生 成 手 段 と 前 記 第 １ の 温 度 検 出 手 段 と 前 記 第 ２ の 温
度 検 出 手 段 と の そ れ ぞ れ か ら の 信 号 に 基 づ き 、 前 記 制 御 弁 を 制 御 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ま た ９ に 記 載 の 熱 交 換 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 基 板 を 露 光 す る 露 光 装 置 で あ っ て 、
　 請 求 項 ７ 乃 至 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 熱 交 換 装 置 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 露 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 デ バ イ ス の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 露 光 装 置 を 用 い 、 感 光 材 が 塗 布 さ れ た 基 板 を 露 光 す る 工 程 と 、
　 該 露 光 さ れ た 基 板 を 現 像 す る 工 程 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス の 製 造 方 法 。
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【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 熱 交 換 器 を 用 い た 温 度 制 御 方 法 、 熱 交 換 装 置 、 露 光 装 置 、 デ バ イ ス の 製 造
方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 負 荷 変 動 お よ び 温 度 制 御 用 媒 体 の 温
度 変 動 の 少 な く と も 一 方 に 対 し 、 温 度 制 御 対 象 媒 体 の 安 定 な 温 度 制 御 を 可 能 と す る こ と を
目 的 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 負 荷 変 動 お よ び 温 度 制 御 用 媒 体 の 温 度 変 動 の 少
な く と も 一 方 に 対 し 、 温 度 制 御 対 象 媒 体 の 安 定 な 温 度 制 御 が 可 能 と な る 。
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